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【症例】76歳女性
【主訴】下腿浮腫
【現病歴】70歳頃より下腿浮腫が出現するようになった。ひどい時には靴もはけなくなり、歩行も困難となる。また水疱形成をすることもある。西洋医学的検索では、明らかな原因は不明だが、下肢静脈弁の機能不全は指摘されている。疲れたり長時間の立位・座位で症状は増悪し、湿度の上昇や冷えると同様に調子が悪い。長時間の歩行などは疲れやすく出来ない。脚を動かしてもあまり症状は変わらない。食欲はまあまああるが、元来食が細く、食べすぎると疲れるが、とりたてて異常というほどではない。腰痛あり　頚椎症でネックカラーを常時使用
【現症】身長:150センチ　体重:40kg　みために年齢より老けた印象
　下肢は足関節を中心に足全体に浮腫あり。下肢も全体的に浮腫調。指による圧迫で容易にあとが残り、なかなか圧迫痕はもとに戻らない。下肢は触診で冷感あり。皮膚は軽度色素沈着があり、皮膚はやや塑像化、静脈瘤及び細血管の拡張が目立つ。
　舌診：舌胖大、歯痕軽度あり　水滑　色調はやや暗　舌苔：軽度白苔
　脈診：全体に滑　按沈で無力
　腹診：平坦　軟弱　小腹の腹力低下
